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図-1.3.1 飛来塩分量と海岸線からの距離の関係 1)
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（３）点検結果の統計分析 

 点検結果に対応する健全度と経過年の関係を統計分析した直線又は曲線の予測式を使用

する方法であり、点検結果である実態に基づくという利点がある。しかし、上記(2)と同様、

平均的な値であり、ばらつきは考慮できない。ばらつきの例としては、後述の図-3.3.3～図

-3.3.5 が上げられる。部材毎、劣化要因毎に、環境条件や架設年等でカテゴリー区分した予

測式を作成することも可能ではあるものの、架設環境や材料特性、現在までに受けてきた

作用等の履歴を厳密に区分することは至難であり、また細分するほどデータ数が減少して

分析不可能となる。

適用例として、点検結果が統計処理できるまでに揃っている鋼部材の防食機能の劣化や

腐食が上げられ、本システムでも本方式を採用している。

図-1.3.2 塩分供給量と飛来塩分量の関係 1)
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（４）遷移確率

各健全度ランク間の遷移確率を用いて、各健全度ランクの比率の推移をマルコフ過程に

より求める方法である。例として、直轄道路橋の２回の定期点検結果の分析から求めた塗

装の劣化の遷移確率を図-1.3.3に示す。これは、最初の母集団のうち、ある時期にある健全
度に低下するものの割合が○％になっているかを示すものであり、母集団の中での遷移割

合を示すものであることから、個々の橋梁には適用できない。

適用例として、前述のマクロマネジメントの全体を推定する場合の例とした米国のpontis
が上げられる。

鋼主桁、防食機能の劣化（Ａ、Ｂ塗装系）
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鋼主桁、防食機能の劣化（Ｃ塗装系）
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図-1.3.3 塗装の劣化の遷移確率

- � - - � -



( ) S63
16 H16

-1.3.2
5 1

-1.3.4
S63 H16

- � - - � -



16 H16

- � - - � -



-1.3.2(a) 3)

- �0 - - �� -



-1.3.2(b) 3)

- �0 - - �� -



-1.3.2(c) 3)

- �� - - �� -



1)
3175

2) ( ) 2651 63
3) ( ) 16

- �� - - �� -




